
平成２９年度第１回本庄市総合教育会議 次第 

日 時 平成２９年６月２９日（木） 

午後１時３０分から３時（予定） 

場 所 本庄市役所５階５０４会議室

１．開  会

２．市長挨拶

３．教育長挨拶

４．議  題 

 （１）コミュニティ・スクールについて（報告）   資料１  

 （２）学校のトイレ改修計画について（報告）    資料２  

 （３）次期教育大綱の策定について（協議）     資料３－１ 

資料３－２ 

５．その他 

６．閉  会

【配布資料】

資料 1：本庄市コミュニティ・スクール（A4冊子）
資料 2：小中学校トイレ改修について（A4ホチキス止め）
資料 3-1：次期教育大綱について（A4両面 1枚）
    3-2：本庄市教育大綱（A4両面 1枚）
参考資料 1：本庄市総合教育会議運営要綱（A4両面 1枚）
参考資料 2：平成 29年度本庄市の教育（A4冊子）
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小中学校トイレ改修について 

１．トイレ改修の目的 

  これまでの学校のトイレのイメージ「暗い、臭い、汚い」を払拭し、学校の

トイレをきれいで明るくすこと。

２．改修にあたっての主な方針 

 ①床の仕上げは、乾式床（抗菌及び防汚性ビニル床シートなど）にする。

 ②便器は、洋式化とする。

 ③大便器は、普通便座とする。

 ④小便器は、低リップ壁掛式の自動洗浄タイプとする。

 ⑤洗面器は、自動水洗とする。

 ⑥照明器具はＬＥＤとし、換気扇と共に人感センサー連動型とする。

 ⑦トイレブースは中央ヒンジタイプとし、ブースの下部は幅木タイプとする。

 ⑧出入口の扉は、できる限り無しとする。

 ⑨大便器、小便器及び洗面器には、１か所ずつ手摺りを設置する。

３．工事実施校 

  小学校 １２校（本泉小を除く。）

  中学校  ２校（本庄東中、児玉中を除く。）

４．改修スケジュール 

 （１）平成２９年度から平成３３年度までの５か年事業

 （２）平成２９年度

    工事：本庄南中、児玉小

    設計：本庄東小、中央小、本庄南小、本庄西中

資料２



本庄南中学校トイレ改修工事の概要

　着工：本庄市議会の議決があった日の翌日（平成２９年６月２１日）

　竣工：平成２９年１２月２２日

１．床の仕上げをタイル貼り(ｳｪｯﾄ式)から、塩ビ系シート貼り(ﾄﾞﾗｲ式)に変更

２．大便器を和式から、洋式に全数変更

３．小便器は床置式手動洗浄タイプから、壁掛式自動洗浄タイプに変更

４．手洗器水栓は手動から、自動水栓に変更

５．照明器具は蛍光灯から、人感センサーによる換気扇連動式のLED灯に変更

６．生徒用トイレ室出入口はドアを撤去し、開放にする

７．北校舎 改修後トイレ部屋数

トイレ
部屋数 和便器 洋便器 小便器 計

男子 1 0 2 4 6
女子 1 0 4 4
男子 1 0 2 4 6
女子 1 0 4 4
男子 1 0 2 4 6
女子 1 0 4 4
男子 1 0 2 4 6
女子 1 0 4 4
男子 4 0 8 16 24
女子 4 0 16 16

8 0 24 16 40

８．南校舎 改修後トイレ部屋数

トイレ
部屋数 和便器 洋便器 小便器 計

男子 3 0 6 12 18
女子 3 0 10 10
多機能 1 1 1
男子 4 0 8 18 26
女子 4 0 16 16
男子 3 0 6 13 19
女子 3 0 12 12
男子 10 0 20 43 63
女子 10 0 38 38
多機能 1 1 1

21 0 59 43 102

９．老朽化した給水管、排水管の更新

合計

合計

１階

２階

３階

４階

計

１階

２階

３階

計



女 子 便 所

南棟（西）１階～３階便所　改修 前

ＰＳ

南棟（西）１階～３階便所　改修 後

ＰＳ

・・・開口閉塞部分

男 子 便 所

女 子 便 所

廊 下

廊 下

和便器：撤去　（撤去跡開口部：開口閉塞）

和便器：撤去　（撤去跡開口部：開口閉塞）

男 子 便 所

建具（枠共）撤去

床：タイル　撤去（下地共） 床：タイル　撤去（下地共）

建具（枠共）撤去

ベンチ・棚　新設

床：塩ビ系シート貼　新設床：塩ビ系シート貼　新設

ベンチ・棚　新設

トイレブース　撤去

トイレブース　撤去

トイレブース　新設

トイレブース　新設

改修影響範囲

改修影響範囲



次期教育大綱の策定について

１．教育大綱の趣旨

教育大綱は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１条の３の規定

に基づき策定するものです。

その内容は、地方公共団体の長は、総合教育会議において、教育委員会と協

議して、教育基本法第１７条第１項に基づき策定される国の教育振興基本計画

における基本的な方針を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体の

教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策についての大綱を策定するこ

とと規定されています。

２．次期教育大綱策定の必要性

現在の教育大綱（資料３－２）の対象期間が平成２８～２９年度となってい

ることから、今年度の総合教育会議において平成３０年度以降の教育大綱を策

定する必要があります。

３．現在の教育大綱について（平成２７年度の総合教育会議にて協議・策定）

＜構成＞・「基本理念」と「基本方針」の二段構成。

＜内容＞・本市の偉人である塙保己一の理念及び「本庄市総合振興計画（平成

２０年度から平成２９年度）」の中の教育文化分野をベースに策定。

・「基本理念」：「世のため、後のための教育」（塙保己一の遺したこと  

ばより）

「～明日を拓く人を育み、魅力ある文化が育つまち～」

（総振の教育文化分野の基本構想のフレーズより）

・「基本方針」：６つの柱立てで構成。６つの柱については、総振の教育

文化分野の「基本計画」と同一。各柱の文言については、

総振や教育委員会発行の「本庄市の教育」より抜粋し整

理。

資料３－１



＜期間＞・平成２８年度から平成２９年度までの２年間。

４．次期教育大綱策定における考え方・方向性（案）

→以下のとおり、構成及び基本理念（「世のため、後のための教育」部分）は、

現在の教育大綱を踏襲し、それ以外の部分は現大綱と同様に、次期総合振興計

画の教育文化分野に沿ったものへ再整理する。

＜構成＞・「基本理念」と「基本方針」の二段構成（現大綱踏襲）。

＜内容＞・本市の偉人である塙保己一の理念及び現在策定中の次期「本庄市総

合振興計画（平成３０年度から平成３９年度）」の教育文化分野をベ

ースに策定。

・「基本理念」：「世のため、後のための教育」（現大綱踏襲）

「～○○○○～」（次期総振の教育文化分野の基本構想

のフレーズを用いる）

・「基本方針」：柱立ては次期総振の教育文化分野の「基本計画」の柱  

と同一とする。それに伴い、文言についても再整理す

る。

＜期間＞・平成３０年度から平成３４年度の５年間。



資料３－２
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cyuuousyo edu-honjo.com
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minamicyu@edu-honjo.com
http://edu-honjo.com/minamicyu/

児玉中学校
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